
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NO.33    2024 年 ３月 15 日 

フォーラム青森 

〒030-0802 

  青森市本町 3 丁目 3 番 11 号 

      青森県平和労組会議気付 
forum-ao2021@outlook.jp 

    080-5413-2848（事務所専用 TEL） 

  

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
は
、
３
月

２
日
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
を
会
場

に
、
第
４
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
は
、
山
名
副

代
表
の
開
会
に
始
ま
り
、
議
長

に
太
田
十
和
田
市
議
を
選
出
し

て
進
行
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て

藤
田
代
表
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
来
賓
と
し
て
立
憲
民
主
党

青
森
県
連
合
田
名
部
代
表
、
青

森
県
平
和
労
組
会
議
阿
部
議
長

か
ら
挨
拶
を
受
け
、
そ
の
後
、

今
回
初
め
て
お
招
き
し
た
中
央

フ
ォ
ー
ラ
ム
中
川
事
務
局
長
か

ら
全
国
総
会
で
の
発
言
の
特
徴

と
年
内
解
散
が
予
想
さ
れ
る
衆

議
院
選
挙
の
重
要
性
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
フ
ォ

あ 

提案する原子事務局長 

わ
け
、
予
算
案
で
は
大
変
厳
し

い
財
政
事
情
を
考
慮
し
支
部
交

付
金
の
計
上
を
見
合
わ
せ
た
こ

と
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
発
足

理
念
を
維
持
し
つ
つ
も
立
憲
青

森
県
連
合
と
の
融
合
を
含
め
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
と
提
案
し
た
こ
と
に

議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
特
徴

と
し
て
は
①
支
部
の
活
動
が
出

来
な
く
な
る
、
②
財
政
難
だ
か

ら
活
動
し
な
い
は
許
さ
れ
な

い
、
③
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
解
散
す

る
た
め
に
検
討
す
る
と
推
察
さ

れ
る
、
④
立
憲
党
員
だ
け
が
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
員
で
は
な
い
。
そ

の
他
に
は
日
朝
連
帯
委
員
会
へ

の
組
織
加
入
が
困
難
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
時
間
を
か
け
て
検

討
す
べ
き
、
な
ど
で
す
。 

幹
事
会
の
答
弁
は
、
①
財
政

事
情
を
改
善
す
る
た
め
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
捻
出
の
努
力
を
行

う
、
②
組
織
解
消
あ
り
き
で
は

な
い
旨
を
述
べ
て
理
解
を
求
め

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
報
告
・
提
案
を
拍

手
で
確
認
。
役
員
改
選
で
は
代

表
は
じ
め
全
員
の
留
任
を
確

認
。
た
だ
し
三
上
武
志
特
別
幹

事
に
つ
い
て
は
ご
本
人
の
意
向

を
尊
重
し
解
任
を
提
案
し
て
全

体
で
確
認
。
最
後
に
蛯
名
副
代

表
が
総
会
で
確
認
さ
れ
た
活
動

を
進
め
て
い
く
よ
う
要
請
し
閉

会
し
ま
し
た
。  

（
原
子
秀
夫
） 

 

ー
ラ
ム
発
足
に
際
し
、
課
題
だ

と
し
て
改
善
を
求
め
て
き
た
立

憲
民
主
党
の
組
織
運
営
が
全
国

的
に
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
民
党
の
裏
金
問
題
で

国
民
の
怒
り
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
る
中
で
も
立
憲
民
主
党
を
中

心
と
し
た
野
党
に
政
権
担
当
を

担
う
力
量
が
乏
し
い
と
の
世
論

を
如
何
に
克
服
し
て
い
く
の

か
？
総
会
後
の
講
演
会
で
元
毎

日
新
聞
編
集
委
員
の
尾
中
香
尚

里
氏
が
述
べ
た
「
昭
和
の
政
治
」

「
平
成
の
政
治
」
「
令
和
の
政

治
」
を
対
比
し
て
立
憲
民
主
党

が
自
ら
の
主
体
性
を
維
持
し
た

う
え
で
野
党
連
携
を
広
げ
る
こ

と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
活
動
方
針

案
、
予
算
案
の
提
案
を
受
け
て

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
り

あ 

中川事務局長    田名部・立憲県連代表 

渡辺会計担当  青森・芳賀さん  下北・奈良さん  山名副代表 

青森・建部さん       十和田・杉山さん 太田大会議長 

mailto:forum-ao2021@outlook.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新任の赤平事務局長 

3 月 10 日（日）、

2024 年度原水禁青森

県民会議総会が、青森県

労働福祉会館で開催され

ました。 

総会では、昨年の活動

報告があり、今年度の活

動方針が提案されまし

た。 

ブロックの組織体制については、今後も協議を

続けていくとともに、原水禁世界大会への参加や

青森県集会の取り組み、原爆写真展（青森、弘

前、八戸、十和田、他）の開催について確認され

ました。 

役員改選では、2008 年から 16 年に渡り事

務局長を担っていただいた泉さんが退任し、自治

労青森県本部として赤平さんが就任しました。 

＜今後の日程＞ 

5/18  第１回幹事会 

7/5～7 原爆写真展（青森市民美術展示館） 

7/13  非核・平和行進青森県集会（青森市） 

7月（未定） 原爆写真展（弘前、八戸） 

8月    原爆写真展（十和田） 

8 月    原水禁世界大会（今年度も広島大会へ

の参加とし、10 名以上の派遣団とし

たい。） 

2月   第 2回幹事会 

（佐藤康弘） 

今後の予定 

□３月    フォーラム青森幹事会 

□３月 16日 原水禁福島県民大集会 

□３月 20日   さようなら原発全国集会（東京） 

□３月 23日 さようなら原発全国集会 in宮城 

□４月 6日   ４・９反核燃の日全国集会 

   14時～ リンクステーションホール青森 

□５月 19 日   農業問題学習会（議員団会議で企

画したが、会員対象とすることで

調整中。）講師は、谷口信和・東京

大学名誉教授。 

□７月７日   政治学習会（100 名以上の結集を） 

辻元清美・立憲民主党参議院議員 

 ３月９日（土）、社民フォーラム十和田支部第

５回総会があり、フォーラム青森から原子事務局

長が参加しました。きめ細やかな報告と提案があ

り、「意義ナシ」との声があり、懇親会となりま

した。               （佐藤康弘） 

 ３月 10 日（日）、青森市民ホールにお

いて「2024 年さようなら原発・核燃

「3.11」青森集会が開催され、400 名が

結集しました。 

 その中で、三春町在住の武藤類子さんか

ら福島の現状の報告がありました。 

「今まさに原発回帰の動きがある。エネ

ルギー庁は『（処理水だ）汚染水と呼ぶ

な！』とクレーム。小出裕章講演会で「原

発汚染水はなぜ流してはいけないか」とし

たら、「風評加害は許せない」とのクレー

ムが投稿された。除染土を「再生資材」と

呼び、野菜を直接植える環境省の実証事業

（飯館村）。子ども甲状腺がん裁判など取

り組んでいるが、東電・経産省審議会委員

および専門委員・最高裁・法律事務所など

の人脈構図。報道機関・広告代理店を使っ

て、原発回帰のための新たな「安全神話」

作りが進められている。 

ガンマ線を測るための測定器で、ALPS

処理水（トリチウムはベータ線を出す）に

当てて「針が振れません」と説明する東電

社員。「大きな（エネルギー）課題につい

ては、多少の被害は構わない。」という意

識・思想があるのではないか。 

（文責：佐藤康弘） 

福島の現状を報告する武藤類子さん 


